
広報わかさ　2025 年  5 月号16

まちの話題
Town topics

▲小嶋委員長から当選証書を受け取る
　渡辺英朗氏

若狭町長選挙及び若狭町議会議員選挙 当選証書交付式4/14

　4月 13日に執行された若狭町長及び町議会議員選挙の当選証
書付与式がリブラ若狭で行われ、町長選挙に無投票で 2期目を信
任された渡辺英朗氏と、町議会議員選挙の選挙戦を経て当選した
14名（新人 6名含む）が出席しました。式では選挙管理委員会
の小嶋明男委員長から一人ずつ当選証書が手渡され、出席者は引
き締まった表情で託された任期への決意を新たにしていました。
　このうち、初当選を果たした、新人の檜鼻貴博氏（大鳥羽）は「当
選証書を受け取り、改めて当選の実感が湧いてきた。町民の皆様
の想いを背負い、職務に全力で取り組んでいきたい」と意欲を示
していました。
　合併以来 20年ぶりとなった今回の町議会議員選挙は、4月 8
日から 13日の日程で行われ、当選投票総数は 7,555 票、投票率
は 68.15％でした。

　「第 55回美浜・若狭両町長杯争奪高校野球大会」が美浜町総
合運動公園野球場で開催され、美方高校・若狭高校・敦賀高校・
敦賀工業高校・敦賀気比高校の 5校が熱戦を繰り広げました。
　大会は 2日間の日程で行われ、2日目の決勝戦は、敦賀気比
高校と敦賀工業高校の試合となりました。試合は終盤までもつれ
る接戦となりましたが、11回タイブレークの末、4-3 で敦賀気
比高校が競り勝ち、見事２年連続 23回目の優勝を果たしました。
　なお、美方高校は第 1試合で若狭高校に勝利したものの、第
3試合で敦賀気比高校に敗れました。

▲第1試合で若狭高校と対戦する美方高校ナイン

第 55 回美浜・若狭両町長杯争奪高校野球大会4/5
～ 6

▲左から竹内社長（㈱レインボーライン）、
　戸嶋町長（美浜町）、二本松副町長（若狭町）

三方五湖開き

　レインボーライン山頂公園で、三方五湖の春の訪れを告げる「三
方五湖開き神事」が行われました。この神事は、若狭町と美浜町
の両町で構成する「三方五湖広域観光協議会」が毎年開催してい
るもので、二本松副町長をはじめ、行政や観光関係者など約 30
名が参加しました。
　神事の最後には、二本松副町長、戸嶋町長（美浜町）、竹内社長
（株式会社レインボーライン）が「かわらけ（素焼きの小皿）」を
投げ、観光地のにぎわいと、訪れる観光客の安全を祈願しました。
　同協議会の会長を務める戸嶋町長は、「レインボーラインを中心
に、三方五湖周辺への観光客が増加し、地域がにぎわう 1年にな
るよう願っている」と挨拶しました。
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▲献花台に花を手向ける渡辺町長

佐久間勉艇長 遺徳顕彰式典4/15

　佐久間勉艇長の遺徳顕彰式典が命日の 4月 15日、リブラ若狭
で開催され、町や県、自衛隊関係者、地元小学生など約 60人が
参列しました。渡辺町長は、「佐久間勉艇長の生涯を通じて、人
への思いやりや感謝の美徳を再認識すべき」と述べ、艇長の行動
と人間性に敬意を表しました。
　佐久間勉艇長は 1879年に北前川で生まれ、1898年に海軍兵
学校に入学しました。1910年、山口県新湊沖での訓練中に乗っ
ていた潜水艇が沈没し、乗組員 13人とともに殉職しました。艇
長は死を覚悟しながらも規律を守り、持ち場を離れず、事故の詳
細や今後の対策に加え、上司や部下への感謝、遺族への配慮を手
帳に記しました。この遺書は後に発見され、国内外で大きな反響
を呼びました。

▲楽しみながらごみを拾う参加者たち

三方五湖一斉清掃4/27

　三方五湖周辺の環境保全の機運を高めようと、三方五湖一斉清
掃が開催されました。この取り組みは、若狭町と美浜町で構成さ
れる「三方五湖保全対策協議会」が毎年 2回開催しているもので、
今回は町内外の企業や団体から約 200人が参加しました。
　晴天に恵まれた小春日和のなか、参加者たちはそれぞれ担当す
るエリアに分かれ、湖周辺のごみ拾いに汗を流しました。
　清掃を終えた参加者は、「想像以上にごみが多くて驚いた。地域
全体で三方五湖の環境を守っていきたい」と話し、環境保全の重
要性を改めて実感している様子でした。

　3月に岐阜県で開催された「第 18回春季全日本小学生女子ソ
フトボール大会」で、第 3位に輝いた「福井W-WINS スポーツ
少年団」の村松祐寿さん（グリーンハイツ）と山田莉依紗さん（安
賀里）が、上中庁舎を訪れ、渡辺町長と松宮教育長に大会結果を
報告しました。
　全国大会では、1回戦から 4連勝で準決勝まで勝ち上がる快
進撃を見せました。二塁手として出場した村松さんは、堅実な守
備と勝負強い打撃でチームに貢献。投手と一塁手で出場した山田
さんは、準々決勝で完投するなど、活躍を見せました。
　村松さんは「攻守両面で更なるレベルアップを目指す」と話し、
山田さんは「次の大会では必ず優勝したい」と意気込みを語るな
ど、両選手とも、次を見据えて更なる成長を誓っていました。

▲大会結果を報告した村松さん（左から 2人目）と
　山田さん（左から 3人目）

福井 W-WINS スポーツ少年団 全国大会第 3 位を報告4/18

ゆ ず
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問い合わせ 健康医療課　上中診療所　☎0770-62-1188

診療所だより

　新コーナー「まちのつぶやき」では、毎月テーマを設けて、みなさんからの投稿を募集します！
何気ない日常の一コマでも、読んだ人が「ふふっ」と笑ったり、「わかる～！」と共感したり、そん
なみなさんの周りの「楽しい」「面白い」を、ぜひ気軽にお寄せください。
　寄せられた投稿はこのコーナーで紹介させていただきます。たくさんの投稿お待ちしています！

・引越し初日で部屋の鍵を紛失。野宿で幕開け新生活。
・入学式での友達の謎行動　…などなど

投稿は短くても、長くてもOKです！
思い出した “あの瞬間”、こっそり投稿してみませんか？
泣いても、笑っても、やらかしても、全部、町の宝物です。

「新生活、泣いた？笑った？やらかした？」「新生活、泣いた？笑った？やらかした？」今週の
テーマ
今月の
テーマ

新しい職場、新しい学校、新しい制服、新しい部屋。
春ってなんかこう…慣れないことだらけじゃないですか。
そんな “新生活のドタバタエピソード” を大募集！

メールでのご応募
応募
方法
応募
方法

ハガキ等でのご応募

まちのつぶやき
あなたの「ふふっ」をおすそわけ

メールに、・ペンネーム
・ご住所・年齢・投稿内容
を記入してお送りください。

〒919-1393　若狭町中央1-1 
若狭町役場総務課 広報担当　宛

ハガキ等に、・ペンネーム・ご住所・年齢
・投稿内容を記入して下記住所にお送りく
ださい。

応募締切

6/2

✉koho@town.fukui-wakasa.lg.jp

・歯は何本あるんだろう？
・なんでむし歯になるんだろう？
・歯の磨き方は？
・歯ブラシはどれぐらいで交換するの？　

　この機会に、ご自身やお子様、ご家族のお口や歯磨きについて改めて考えてみましょう。
「しばらく歯医者に行っていないな」と思われる方は、ぜひ歯科で今のお口の状態を一度
チェックしてもらいましょう。
　定期的な歯科検診で、お口の健康を維持しよう！

歯と口の健康習慣
6月4日～ 10日は、

　6（む）4（し）と読めることから、6月4日は「むし歯
予防デー」です。そこから10日までの1週間が、歯や口の
中を見直す「歯と口の健康習慣」とされています。



登録認定機関から有機 JAS の認定を受けた事業者が、
有機 JAS の基準に従って生産した農産物、畜産物、藻
類、それらを原料とした加工品などにつけられる。

日本の伝統的な方法で生産された製品や付加価
値のある製品などにつけられる。

国際的に認められている日本発の水産エコラベル認証
制度。 水産資源の持続性と環境に配慮している生産者

（漁業・養殖業）を第三者が審査し認証されたものに
つけられる。

水産資源や環境に配慮しているとして、第三者の審査
機関による審査によって認証された持続可能な漁業で
獲られた水産物につけられる。

肥料の適正量を守り、化学肥料・農薬の使用量の
低減など環境に配慮した農業計画を都道府県知事
に提出し、認定を受けた農業者が栽培した農作物
につけられる。

輸送する時に貨物鉄道を一定割合以上利用してい
る商品につけられる。

環境や働く人に配慮した持続可能な農業を行う農
園から作られた製品につけられる。

第三者機関である「日本環境協会」が定める基準
を満たした環境に配慮した商品やサービスにつけ
られる。

福井県が定める特別栽培農産物の表示の基準となる化
学肥料窒素成分量慣行レベルおよび節減対象農薬の使
用回数慣行レベルをクリアし認証されたものにつけら
れる。

問い合わせ
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